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令和８年度第１回小牧市児童館運営委員会 

議事要旨 

 

日 時 令和 8年 8月 20日（木） 午前 10時～11時 30分 

場 所 ラピオ４階 まなび創造館 多目的室 

出 席 者 【委員】８名（※敬称略） 

委員長：植松 浩二郎 副委員長：丹羽 和子 

野村 昌子 小島 恵子 長谷川 留美子 

野畑 紀子 鶴田 紗希 吉澤 薫 

 

【事務局】１５名 

こども未来部長 こども未来部次長  

多世代交流プラザ所長兼こまきこども未来館長 

多世代交流プラザ事業推進係長 担当係員 

小牧南児童館長 小牧児童館長 西部児童館長 味岡児童館長 

篠岡児童館長  大城児童館長 北里児童館長 

会議内容 １ こども未来部長あいさつ 

 

２ 報告 

（１）令和７年度児童館・子育て支援室事業報告について 

（２）令和８年度小牧市児童館指定管理者モニタリングについて 

 

３ 報告 

 ・こまきこども未来館講座運営会議の報告について 

 

４ その他 

 

議事要旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会の成立および委員紹介について 

委員 10名中 8名の参加となり会は成立。 

傍聴者は 0名。 

 

１.こども未来部長あいさつ 

・残暑の中、本委員会にお集まりいただき、感謝申し上げる。 

・本委員会第１回目は「昨年度の事業報告」及び「モニタリング評価」が主な

議題となるが、今回は委員 10名のうち、5名の方に新たに就任いただいて

いる。 

・事務局や各館からの報告だけでは、児童館の実状を十分に把握しづらい部

分もあるかと思う。 

・気になる点などあれば、遠慮なくご質問いただくとともに、今後のより良

い児童館運営に繋げるため、是非とも忌憚のないご意見を頂きたい。 
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児童館に関連する内容として事務局より報告事項（次第なし） 

・「小牧市こども計画」の中間見直しとして 8 月 21 日までパブリックコメン

トを実施中。 

・当委員会からは、昨年度の第 1回委員会にて、こまきこども未来館（以下、

「未来館」という。）の運営方法について、「今後も質の高い遊びと体験を継

続して提供すること、また、更なる効率的な運営を図るため、直営方式から

指定管理への移行を検討すること」と意見を頂き、今回の小牧市こども計

画中間見直しに際し、今後の施策方針として意見を反映している。 

・未来館が中央児童館であり、子育て支援の中核施設としての性格を持ち合

わせることを踏まえ、指定管理の移行にあたっては子ども・子育て支援施

策を包括的に行う「（仮称）こまきこども若者財団」を新たに設立し、当該

法人に管理を行わせる方針を採用予定。 

・当該法人へは、未来館の指定管理でなく、こども・若者やその家族の様々な

相談に対するワンストップ窓口である「（仮称）こども・若者総合相談セン

ター」の運営など、縦割り行政の垣根を越えて、横断的な支援体制を構築し

ていく予定。 

 

２.議事 

 （1）令和 7年度児童館・子育て支援室実績報告について 

児童館利用実績について（資料 1-1） 

・令和７年度の総利用者数は 644,566 人となり、前年度の 659,652 人から

15,086 人の減少となった。 

・中学生の利用について、42,258人、昨年度の 35,756人と比較すると 6,502

人の増加と大きく伸びている。 

・高校生の利用者数についてはやや減少したものの、中高生全体としては増

加傾向にあり、中高生世代の居場所として活用されている。 

・幼児及び保護者の利用減少については、市独自の保育料無償化施策や保育

施設整備の進展により、保育所等を利用する家庭が増加したことが一因と

考えられるが、要因は様々であるため、今後の利用状況を注視しながら各

館の運営に取り組んでいく。 

 

子育て支援室利用実績について（資料 1-2） 

・令和７年度の総利用者数は 105,331 人となり、前年度の 103,787 人から

1,544 人増加し、育児相談の件数については 2,037 件と前年度の 1,527 件

から 510件増加した。 

・子育て世代包括支援センターの利用者数実績は 27,338人であり、前年度の

23,179 人と比較すると 4,159人の増加となり、育児相談の件数については

1,303件から 547件増加の 1,850件となった。 
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・地域児童館 7 館では、総利用者数が 77,993 人であり、前年度の 80,608 人

と比較すると 2,615人の減少となった。 

・児童館の利用状況と同様に乳児親子の子育て環境の変化や過ごし方の変化

が影響している可能性などが考えられるが、今後も状況を注視しつつ、子

育て支援室が常に身近な相談先であり、親子の交流の場として利用しやす

い環境づくりに励んでいく。 

 

令和 7年度各児童館行事活動実績報告について（資料 2） 

⇒別紙１「令和７年度 各児童館行事活動実績報告について」を参照 

 

＜質疑応答＞ 

Q.児童館対抗バトルとはどのようなものか。2館のみでの開催か。 

 

A.「主だったもの」として記載したのは 2 館のみであるが、未来館主催で実

施した全館対抗のバトル企画。 

 

Q.未来館、味岡児童館、小牧児童館が特に中高生の利用者数が増えているが、

増えた要因はあるか。 

 

A.味岡児童館で実施している中高生居場所づくり事業である「アオハルナイ

ト」の常時開催や、未来館では 3階部分が閉館した後に、2階の交流ひろば

で中学生は午後 7時まで、高校生は午後 8時まで過ごすことが出来る。 

 中高生向きのイベントも増加の要因ではあるが、口コミ等様々な要因が複

合的に影響していると考えている。 

 

長年の課題であった「児童館の中高生利用」について、改善に向けた様々な

取り組みが進められ、その成果が着実に現れているかと思う。 

また、児童館運営に「こどもの声」を取り入れる取り組みは、「こども基本

法」の趣旨にも合致するものであり、非常に良い取り組みであるため、今後も

継続し、さらなる充実を図っていただきたい。 

 

＜質疑応答終了＞ 

 

 （2）令和 8 年度小牧市児童館指定管理者モニタリングについて 

 ⇒事務局より、資料３によりモニタリング評価について及び、本委員会で

の評価方法（総合評価）について説明 

 ⇒「（1）運営業務」及び「（2）維持管理業務」については、全児童館が仕様

書の水準を満たしているため「（3）サービスの質」を中心に説明。 
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◆小牧南児童館（資料 4-1） 

【所管課評価】 

活動目標：◎ 接遇：〇     研修の実施：◎ 

自主事業：◎ 地域との連携：◎ 情報発信：〇 

 

【所管課区分評価：Ａ】 

保護者同士の交流機会を充実させるとともに、イベント企画においても

「こどものアナフィラキシー症状への初期対応」といった保護者が日々の育

児で気になっている・正しく知っておきたい話題を取り上げるなど、その意

見を幅広く取り入れた点を評価。 

 

Q.中高生の居場所づくりを実施した効果としては。 

 

A.令和 7 年度実績では、周知が足りず伸び悩む部分が多かった。ただ、今後

も利用促進に向け、こども達の声を聴きながら試行錯誤を重ねている。 

 

⇒【総合評価：A】で決定（異議なし） 

 

 

◆小牧児童館（資料 4-2） 

活動目標：◎ 接遇：〇     研修の実施：〇 

自主事業：◎ 地域との連携：◎ 情報発信：〇 

 

【所管課評価：A】 

中高生の居場所づくり事業「中高生タイム」を継続して実施している点や、

その取り組みを知った小学生達からのリクエストを受け、新たに「小学生タ

イム」を実施した。また、やりたいことを募り、シール投票で内容を決定する

など気軽に意見表明できる工夫や、全年代向けの Instagramアカウントだけ

でなく中高生向けアカウントも運用するなど「こども主体の運営」を評価。 

 

Q.みなくる寺子屋の事業内容と 1回あたりの実施時間は。 

 

A.小学生を対象とした学習支援の取り組みであり、持参した宿題や教科書等

を使用して、児童館を拠点とした自主学習の習慣づくりを行うほか、学習

後には皆でおやつなどを食べるなど食を通じた関わりも行っている。 

元校長先生や教員免許を持つ職員に講師を務めていただき、１回あたりの

開催時間は２時間程度ではあるが、集中力が続かない子もおり、学習目的よ

りもその後のおやつタイムを目指してくる子が多い。 
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Q.「地域との連携」の部分において、地域運営協議会への参加とあったが、実

際にどのような活動や役割があるか。 

 

A.小牧小学校区の地域協議会では、交流部会の部長として役員を務め、三世

代交流会の企画運営に携わっている。 

 小牧原小学校区の地域運営協議会では、協議会が開催する「多世代交流会」

へ児童館としてブース出展をしている。 

 

⇒【総合評価：A】で決定（異議なし） 

 

 

◆西部児童館（資料 4-3） 

活動目標：◎ 接遇：〇     研修の実施：〇 

自主事業：◎ 地域との連携：◎ 情報発信：◎ 

 

【所管課評価：A】 

運営協議会と連携した行事活動を実施するとともに、こども達から意見を

募り、掲示板で回答を共有することで主体性を引き出し、児童館運営への参

画を促進した。また、保護者向けのルールを提示し、館内での親子のふれあい

の時間を大切にする取り組みも行った。 

 

Q.実績報告の際に館長から、イベント参加を目的とした来館が多く見られる

ため、児童福祉施設としての本来の役割に立ち返り、通常利用での来館者

増加を図っていきたいとの発言があった。 

 令和 7年度の反省を踏まえ、今年度の運営に反映している部分はあるか。 

 

A.日常遊びを充実させることが重要であると考え、おもちゃの更新や子育て

支援室で実施しているお誕生日のお祝いなどを、イベントに限らず常日頃

から開催することで利用者満足度の向上を図った。 

その後、利用者の口コミによる来館者の増加につながった。 

 

Q.「地域との連携」について、多くの企業との連携とあるが、どのような連携

方法をとっているか。また、今後はどのように連携していく予定か。 

 

A.子育て支援講座の講座内容を企業に企画・実施してもらうことが最も多い。 

 「かんてんぱぱショップ小牧店」との連携では、寒天とところてんの違いに

ついて保護者へ説明をするとともに、こども達に寒天遊びを通じて五感を

育む体験をしてもらうなど、「遊び」を通じた取り組みを中心に行ってもら
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っている。 

 今後の方針として、併設のコミュニティセンターに「地域運営協議会」があ

るため、協賛企業にお声がけし、連携の幅を広げていきたいと考えている。 

 

Q.「情報発信」の部分に出張児童館とあるがどのような活動を行ったのか。 

 

A.午前、午後それぞれの時間帯で学年分けをし、児童館で日常的に提供して

いる工作と、その日限りの特別工作を提供した。 

 また、工作して終わりではなく、工作したおもちゃが動くような仕掛けを

施し、皆で集団遊びができるような工夫を行った。 

 

⇒【総合評価：A】で決定（異議なし） 

 

 

◆味岡児童館（資料 4-4） 

活動目標：◎ 接遇：〇     研修の実施：〇 

自主事業：◎ 地域との連携：◎ 情報発信：◎ 

 

【所管課評価：A】 

こどもからのリクエストに応じた企画を多数実施し、こども達から意欲や

主体性を引き出している。オリジナルパンフレットの作成にもこどもが一緒

に関わることで、児童館への愛着形成につなげている。また、イベント時だけ

でなく、日常的にサポーターが関われる機会を創出している点について、持

続可能な地域支援体制の構築として評価できる。 

 

Q.「サポーター」にはどのような方々が登録されているのか。 

 

A.味岡児童館を現在の場所に移設する際に実施された「味岡児童館建設に伴

うワークショップ」に参加された方々が、現在はサポーターとして児童館

運営に関わっている。また、児童館を利用された利用者が「児童館とより深

く関わりたい」との思いからサポーター登録を希望する方もいる。 

 現在、40人余りが登録しており、それぞれの都合もあり、サポーター同士

の日常的な交流は難しいものの、地域の方を中心に活動を行っている。 

 

⇒【総合評価：A】で決定（異議なし） 
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◆篠岡児童館（資料 4-5） 

活動目標：◎ 接遇：◎     研修の実施：〇 

自主事業：〇 地域との連携：◎ 情報発信：〇 

 

【所管課評価：A】 

利用者に丁寧に寄り添い、相談しやすい関係性を築くことで、安心して利

用できる環境を整えている。また、得た情報を職員間で共有し、利用者への手

厚いフォロー体制を確立している。さらに、こども達が主体的に活躍できる

よう支援し、自主性を育む活動を推進している。 

 

Q.「活動目標」の特記事項欄に地域や利用者と共に畑の手入れ企画と記載さ

れているが、どのようなものか。 

 

A.児童館敷地内の館庭と建物の境部分にあるガーデンを畑（菜園）として使

用しており、地域の方と共に土づくりから始め、苗植えや生育観察も行う

など、野菜の成長を見守る活動として取り組んでいる。 

 

Q.篠岡地区における学校再編が次年度から始まるが、児童館の運営において、

学校再編による影響として想定される事項や懸念している点はあるか。 

 

A.現在は児童館の隣接地に小中学校があるため、登下校の様子を見守ること

ができているが、学校再編後はそれが難しくなることや、こどもたちが引

き続き篠岡児童館へ遊びに来てくれるかといった懸念がある。 

現在は篠岡小中学校の児童生徒だけでなく、光ヶ丘小学校や桃ヶ丘小学校

の児童も利用しており、学校再編を楽しみにしているこどもがいる一方で、

不安を感じているこどももいる。 

また、保護者には不安を抱える方が多く見受けられるため、利用者に寄り添

いながら、必要に応じて学校と連携して対応していきたい。 

 

質問ではないが、地域からの要望として 1点。 

多様な活動を実施し、情報発信にも取り組まれていると思うが、より多く

の地域住民に情報が届くよう、PRを強化してほしい。また、小学校に行って

いないこどもの家庭にも情報が行き届くよう、味岡児童館で実施しているよ

うなこどもと共同でチラシを作成する取組など、情報発信のさらなる充実を

図っていただきたい。 

 

⇒【総合評価：A】で決定（異議なし） 
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◆大城児童館（資料 4-6） 

活動目標：◎ 接遇：〇     研修の実施：〇 

自主事業：◎ 地域との連携：◎ 情報発信：〇 

 

【所管課評価：A】 

児童のニーズを反映した企画を実施するとともに、地域の方々を単なる協

力者ではなく運営側として取り込むことで、一体となった活動を展開した。

また、「児童館マルシェ」を通じて、元利用者であり、現在は東部地区を中心

に活躍している人材を巻き込んでいくなど、地域に深く根差した児童館運営

を行っており、こどもの居場所の提供のほか、地域振興にも寄与している点

を評価した。 

 

Q.「自主事業」に「外国籍の子達にとって居場所となっている。」と記載され

ているが、どの程度の来館があるのか。 

 

A.毎週水曜日の午後に「寺子屋」と呼んでいる学習講座を開催しており、平均

して 8名ほどの参加者がいる。 

 

Q.講座への参加を機に来館に繋がったか。 

 

A.全員ではないが、講座参加を機に児童館を認知し、講座のない日でも来館

するようになった児童もいる。 

 

⇒【総合評価：A】で決定（異議なし） 

 

 

◆北里児童館（資料 4-7） 

活動目標：◎ 接遇：〇     研修の実施：〇 

自主事業：◎ 地域との連携：◎ 情報発信：◎ 

 

【所管課評価：A】 

付箋を用いた意見募集に対し、職員が手書きで返信することで温かみのあ

る対応を実現し、こどもが安心して意見を表明できる環境づくりにつなげて

いる。また、SNSを活用して講師を発掘するなど、時代に即した方法でつな

がりを創出したことも評価できる。 
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副委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

Q.付箋での意見聴取に対し、職員が手書きで返信をしているとの記載がある

が、こども一人ひとりに返信をしているという認識でよいか。 

 

A.ご認識のとおり。手法としては、模造紙を掲示し、こども達から付箋で寄せ

られた意見に対して、職員が同様に付箋に手書きをし、返信を行っている。 

 類似する意見を集約したり、過激な内容のものは撤去したりする場合もあ

るが、基本的には全ての意見に返事をしており、無理な要望については、し

っかりとできない旨を回答している。 

 昨年度の事例として、付箋にハングル語で意見を書いて提出してきた子に

は、職員も対抗してハングル語で書いて返事をするなど、遊び心も交えて

対応している。 

 

Q.付箋には記名をしているのか。また、こども達から貼付された付箋に対す

る返信は、当該付箋の横に貼付しているのか、それともこども達が書いた

付箋に直接返信を書いているのか。 

 

A.付箋は無記名で実施。返信方法については、当該付箋の横に職員が書いた

付箋を貼付する方式でこどもの意見に返事をしている。 

 

⇒【総合評価：A】で決定（異議なし） 

 

 

以上で、指定管理者制度により運営する全児童館のモニタリングに係る総

合評価が確定した。 

 モニタリングシート下部の「区分評価に対する運営委員会コメント」につい

ては、本委員会を代表して、私と事務局で作成することとしてよろしいか。 

 

⇒異議なし 

⇒議事事項について、すべて承認 

 

 

3.報告 

こまきこども未来館講座運営会議の報告について  

⇒資料 5-1、5-2より説明 

・未来館では、「未来リテラシーを育む」をコンセプトに、学校や家庭では得

られない体験や学びの機会を提供するため、講座開催業務等を NPO 法人

10人村へ委託しており、こまきこども未来館講座運営会議（以下、「運営会

議」という。）は、当該事業の実績報告や評価を行うために設置している会
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事 務 局 

 

 

議である。 

・令和 8年 7月 7 日に運営会議を開催し、令和 7 年度活動報告、講座運営の

評価、開館 5 年間の振り返り及び令和 8 年度事業計画について協議を行っ

た。 

・講座運営の評価では、多くの項目で A評価又は最高評価の S評価となった。 

・特に、「利用対象児童が日常的に気軽に利用できる環境づくり」、「活動を通

じた発達の増進」、「地域との積極的な連携及び地域住民が関わりやすい環

境づくり」について高い評価を受けた。 

・評価理由として、こども商店やマイクラ部など、こどもの意見から生まれ

た活動が継続的な取組へ発展していることや、こども会議を通じて施設運

営へこどもの意見を反映していること、地域住民や企業との連携が広がっ

ていることなどが挙げられた。 

・運営会議では、講座や体験活動の充実、地域や企業との連携を生かした未

来館独自の学びの場づくりについて高い評価が示された。 

・今後は事業の拡大だけでなく、これまでの取組を振り返りながら質の向上

を図る段階にあるとの意見が示された。 

・昨年度の児童館運営委員会（本委員会）及び今回の講座運営会議において、

こどもの主体的な活動や地域・企業との連携など、未来館ならではの取組

を継続・発展させることの重要性が確認された。 

・併せて、本市では（仮称）こまきこども若者財団による「こども・若者総合

相談センター」を中心に、教育・福祉等の関係機関が連携し、相談支援やア

ウトリーチ支援を含む包括的な支援体制の構築を目指している旨を報告し

た。 

 

4.その他 

◆こまキッズフェスタ 2026 

・日時：令和 8年 11月 3日（火・祝）  

・場所：にぎわい広場 

 これまで小牧市民まつりに合わせて開催してきたが、今年度は児童館を知

らない、または利用したことのない児童や保護者に対して児童館活動を PR

し、来館につなげることを目的として別日で開催する。 

 

◆第 2回児童館運営委員会 

・日時：令和 9年 2月 19日（金）午後 2時開催 

・場所：ラピオ 5階 研修室 

 


